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嵯
峨
朝
の
梵
門
詩
と
中
唐
初
期
の
江
南
詩
壇

蒋

　

義

喬

は
じ
め
に

平
安
前
期
に
は
、『
凌
雲
集
』、『
文
華
秀
麗
集
』、『
経
国
集
』
の
三

つ
の
勅
撰
漢
詩
集
が
編
纂
さ
れ
た
が
、
現
存
す
る
こ
の
三
大
漢
詩
集
に

は
、「
梵
門
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
仏
教
関
係
の
詩
が
六
十
七
首
収
め
ら

れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
、
当
時
の
詩
壇
の
担

い
手
の
宮
廷
詩
人
が
、
僧
侶
と
詩
の
や
り
と
り
を
し
た
贈
答
詩
、
寺
院

を
訪
れ
て
詠
ん
だ
作
な
ど
、
広
く
仏
教
に
関
わ
り
を
持
つ
も
の
が
多
く

見
受
け
ら
れ
る
。
梵
門
に
関
す
る
詩
は
、
早
く
『
凌
雲
集
』
よ
り
見
え

（
六
首
）、『
文
華
秀
麗
集
』
と
な
る
と
、「
梵
門
」
は
一
つ
の
部
類
と
し

て
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
（
十
首
）、
さ
ら
に
『
経
国
集
』
に
お
い

て
一
巻
（
五
十
一
首
）
を
「
梵
門
」
部
に
割
い
て
い
る
。
嵯
峨
天
皇

（
七
八
六
―
八
四
二
、
在
位
：
八
〇
九
―
八
二
三
）
は
、
よ
く
知
ら
れ

た
よ
う
に
、
九
世
紀
前
半
に
当
た
る
こ
の
時
期
の
詩
壇
の
オ
ル
ガ
ナ
イ

ザ
ー
で
あ
り
、
当
代
随
一
の
詩
人
の
ひ
と
り
で
も
あ
っ
た
。
天
皇
の
詠

作
（
九
十
三
首
）
は
、
三
詩
集
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
題
材
や
詩
体
に
わ

た
っ
て
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
梵
門
詩
は
十
六
首
あ
り
、
一
番
多
く

の
詩
が
そ
れ
に
分
類
さ
れ
る
「
雑
詠
」
に
次
ぐ
類
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
平
安
初
期
お
け
る
梵
門
詩
の
存
在
ぶ
り
は
、
嵯
峨
御
製
の

詩
数
に
お
け
る
そ
の
割
合
か
ら
も
窺
い
や
す
い
も
の
だ
と
思
う
。

嵯
峨
朝
に
お
い
て
、
梵
門
詩
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
た
背
景
に
は
、

仏
教
お
よ
び
仏
教
文
化
の
隆
盛
が
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
高
僧
と
し
て

知
ら
れ
る
最
澄
・
空
海
の
出
現
と
、
彼
ら
を
め
ぐ
る
朝
廷
及
び
官
人
の

交
友
が
理
由
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
ほ
か
①
、
仏
教
の
鎮
護
国
家
的
役
割

を
重
視
す
る
当
時
の
仏
教
政
策
が
あ
っ
た
こ
と
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
②
。

本
稿
で
は
、
梵
門
詩
と
い
う
文
学
的
営
為
の
拠
り
所
に
つ
い
て
、
中
唐

初
期
の
江
南
詩
壇
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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一
、
中
唐
初
期
の
詩
人
と
江
南
地
方

唐
の
天
宝
十
四
載
（
七
五
五
）
に
安
史
の
乱
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
十

年
近
く
続
い
た
後
、
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
た
政
治
や
社
会
の
混
乱
が
、

よ
う
や
く
鎮
静
化
し
て
い
く
。
本
稿
で
「
中
唐
初
期
」
と
呼
ぶ
こ
の
時

期
は
、
大
暦
・
貞
元
年
間
（
七
六
六
～
七
七
九
・
七
八
五
～
八
〇
四
）

と
年
号
で
称
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
文
学
的
に
は
、
李
白
や
杜
甫
の

生
き
た
盛
唐
時
代
か
ら
、
中
唐
の
白
居
易
や
韓
愈
が
活
躍
す
る
時
代
へ

と
移
り
変
わ
っ
て
い
く
過
渡
期
に
当
た
る
。

江
南
は
、
す
な
わ
ち
揚
子
江
以
東
の
地
域
の
謂
い
で
、
現
在
の
江

蘇
・
浙
江
省
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
が
、
古
く
は
江
左
、
江
外
、
江
東

と
も
呼
ば
れ
た
③
。
こ
の
地
域
は
、
古
の
呉
越
の
地
に
当
た
り
、
か
つ

て
そ
こ
で
漢
文
化
の
大
き
な
繁
栄
を
見
た
南
朝
す
な
わ
ち
六
朝
の
舞
台

地
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
隋
唐
が
天
下
を
統
一
し
た
後
、
南
北
の
文

化
が
合
流
す
る
の
に
と
も
な
っ
て
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
の
そ
の
地

位
は
、
し
だ
い
に
関
中
に
位
置
す
る
都
の
長
安
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
安
史
の
乱
の
激
震
を
境
目
と
し
て
、

戦
乱
か
ら
離
れ
た
江
南
が
、
新
た
に
文
人
名
士
が
集
う
場
と
な
っ
た
。

江
南
と
い
う
地
域
は
、
在
来
自
然
・
山
水
に
恵
ま
れ
、
文
化
上
の
優
勢

を
有
し
、
富
も
集
積
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
自
ず
と
詩
壇
が
形
成
さ
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
詩
作
を
掲
げ
る
詩
人
た
ち
は
、
こ
う
し

た
時
代
に
活
躍
し
、
そ
し
て
江
南
地
方
と
深
く
関
わ
り
を
持
つ
人
物
で

あ
る
。
ま
ず
、
以
下
に
そ
の
詩
人
た
ち
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
④
。

◇
銭せ

ん

起き

（
七
一
〇
～
七
八
二
？
） 

字
は
仲
文
。
湖
州
呉
興
の
人
。
玄
宗

の
天
宝
十
載
（
七
五
一
）
進
士
及
第
。
十
四
載
に
藍
田
の
県
尉
と
な

る
。
安
史
の
乱
前
後
、
粛
宗
・
代
宗
に
仕
え
て
、
校
書
郎
・
考
功
郎

中
を
歴
任
し
、
大
暦
中
、
太
清
宮
使
・
翰
林
学
士
と
な
っ
た
。
皇
甫

冉
、
皇
甫
曾
、
厳
維
ら
と
交
遊
が
あ
る
。
大
暦
十
才
子
の
筆
頭
に
数

え
ら
れ
、『
銭
考
功
集
』
十
巻
が
伝
わ
る
。

◇
皇こ
う

甫ほ

冉ぜ
ん

（
七
一
五
？
～
七
六
八
？
）
字
は
茂
政
。
潤
州
丹
陽
の
人
。

天
宝
十
五
載
に
進
士
に
及
第
し
、
無
錫
の
尉
と
な
り
、
大
暦
元
年

（
七
六
六
）
に
は
河
南
節
度
使
の
書
記
、
次
い
で
左
拾
遺
・
右
補
闕

を
歴
任
し
た
。
銭
起
、
劉
長
卿
、
厳
維
、
霊
一
ら
と
交
遊
が
あ
る
。

『
唐
皇
甫
冉
詩
集
』
三
巻
が
伝
わ
る
。

◇
皇こ
う

甫ほ

曾そ

（
？
～
七
八
五
）
字
は
孝
常
。
皇
甫
冉
の
同
母
弟
。
天
宝
十

七
載
に
進
士
に
及
第
し
、
仕
え
て
侍
御
史
に
至
っ
た
が
、
事
に
坐
し

て
大
暦
六
年
頃
、
舒
州
司
馬
に
左
遷
さ
れ
た
。
後
に
任
を
辞
し
、
郷

里
の
丹
陽
で
間
居
し
た
。
劉
長
卿
、
独
孤
及
、
顏
真
卿
や
皎
然
ら
と
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交
遊
が
あ
る
。
詩
の
名
声
は
兄
の
冉
と
並
び
、『
唐
皇
甫
曾
詩
集
』

が
伝
わ
る
。

◇
韋い

応お
う

物ぶ
つ

（
七
三
五
～
七
九
〇
）
字
は
義
博
。
京
兆
長
安
の
人
。
北
周

朝
か
ら
の
名
門
の
家
に
生
ま
れ
、
若
い
頃
玄
宗
の
侍
従
武
官
（
三
衛

郎
）
と
し
て
仕
え
た
が
、
天
宝
十
四
載
の
安
史
の
乱
後
に
流
落
し
て

職
を
失
う
。
大
暦
年
間
、
洛
陽
丞
、
京
兆
府
功
曹
な
ど
に
就
い
た
が
、

そ
の
都
度
官
を
罷
め
、
寺
院
で
の
閑
居
を
繰
り
返
し
た
。
後
に
、
滁

州
・
江
州
・
蘇
州
の
刺
史
を
歴
任
。
韋
蘇
州
と
も
韋
刺
史
と
も
呼
ば

れ
、『
韋
蘇
州
集
』
十
巻
が
伝
わ
る
。

◇
独ど
っ

孤こ

及き
ゅ
う（
七
二
五
～
七
七
七
）
字
は
至
之
。
京
兆
幹
県
の
生
ま
れ
。

天
宝
十
三
載
に
洞
暁
玄
経
科
に
合
格
し
、
華
陰
の
尉
を
授
か
る
。
安

史
の
乱
に
よ
り
、
越
州
に
逃
れ
、
浙
東
節
度
使
、
江
淮
都
統
幕
を
歴

任
し
た
。
い
っ
た
ん
左
拾
遺
に
昇
進
し
た
が
、
大
暦
三
年
よ
り
江
南

地
方
に
遷
り
、
前
後
し
て
濠
州
判
史
、
舒
州
刺
史
、
常
州
刺
史
を
勤

め
た
。
皇
甫
然
、
皇
甫
曾
ら
と
酬
唱
が
あ
り
、「
唐
故
左
補
闕
安
定

皇
甫
公
集
序
」
を
収
め
た
『
毗
陵
集
』
二
十
巻
が
伝
わ
る
。

◇
厳げ
ん

維い

（
？
～
？
）
字
は
正
文
。
越
州
の
人
。
早
年
に
は
、
桐
廬
に
隠

居
し
た
。
粛
宗
の
至
徳
二
載
（
七
五
七
）
に
進
士
に
及
第
し
、
詞
藻

宏
麗
科
に
ま
で
抜
擢
さ
れ
た
が
、
中
央
へ
仕
官
に
行
く
気
が
無
い
た

め
、
諸
曁
の
尉
を
授
か
る
。
後
に
、
河
南
節
度
府
の
幕
僚
、
余
姚
の

県
令
を
歴
任
し
た
。
銭
起
、
劉
長
卿
、
皇
甫
冉
、
霊
一
ら
と
交
友
が

あ
り
、『
厳
維
集
』
二
巻
が
伝
わ
る
。

◇
霊れ
い

一い
つ

（
七
二
七
～
七
六
二
）
俗
姓
は
呉
、
揚
州
広
陵
の
人
。
九
歳
で

出
家
。
会
稽
の
南
懸
溜
寺
、
揚
州
の
慶
雲
寺
、
余
杭
の
宜
豊
寺
、
杭

州
の
龍
興
寺
な
ど
に
住
ん
だ
が
、
仏
道
修
行
の
か
た
わ
ら
、
皇
甫
兄

弟
、
劉
長
卿
、
韋
応
物
、
厳
維
、
皎
然
ら
と
交
友
し
、
詩
人
と
し
て

名
声
が
と
ど
ろ
い
た
。
詩
僧
の
前
導
と
さ
れ
、『
霊
一
集
』
一
巻
が

伝
わ
る
。

◇
皎こ
う

然ね
ん

（
七
二
〇
？
～
七
九
三
？
）
字
は
清
昼
、
昼
上
人
と
呼
ば
れ
る
。

俗
姓
は
謝
。
湖
州
長
城
県
の
人
。
若
年
に
科
挙
に
応
じ
た
が
、
二
十

代
後
半
ご
ろ
出
家
。
安
史
の
乱
以
後
、
湖
州
を
中
心
と
し
た
地
域
で

活
動
し
、
顔
真
卿
、
陸
羽
、
韋
応
物
、
皇
甫
兄
弟
、
霊
一
ら
と
酬
唱

し
た
。
詩
論
書
『
詩
式
』
五
巻
、『
皎
然
集
』（
ま
た
は
『
杼
山

集
』）
十
巻
が
伝
わ
る
。

以
上
八
名
の
詩
人
の
生
涯
は
一
様
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
江
南

地
方
と
深
い
関
連
が
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、

彼
ら
の
籍
貫
か
ら
最
も
手
っ
取
り
早
く
窺
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
銭
起
は

湖
州
の
呉
興
（
現
浙
江
省
湖
州
市
附
近
）、
皇
甫
兄
弟
は
潤
州
の
丹
陽

（
現
江
蘇
省
丹
陽
市
附
近
）、
厳
維
は
越
州
の
山
陰
（
現
浙
江
省
紹
興
市
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附
近
）、
霊
一
は
揚
州
の
広
陵
（
現
江
蘇
省
揚
州
市
附
近
）、
皎
然
は
湖

州
の
長
城
県
（
現
浙
江
省
湖
州
市
附
近
）
の
出
身
で
あ
る
。

八
人
の
詩
人
の
中
で
、
京
兆
出
身
の
韋
応
物
と
独
孤
及
は
北
方
に
属

し
て
異
例
だ
が
、
韋
応
物
は
大
暦
初
年
頃
、
広
陵
な
ど
の
江
南
の
地
を

広
く
客
遊
し
た
形
跡
が
あ
り
、
壮
年
以
降
、
江
南
の
大
藩
に
あ
た
る
滁

州
（
現
安
徽
省
滁
洲
市
附
近
）・
江
州
（
現
江
西
省
九
江
市
附
近
）・
蘇

州
（
現
江
蘇
省
蘇
州
市
附
近
）
で
長
官
を
勤
め
、
世
に
韋
蘇
州
、
蘇
刺

史
な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
独
孤
及
は
、
安
史
の
乱
以
降
、
越
州
に
避
難
し
、

後
に
地
方
官
と
し
て
濠
州
（
現
安
徽
省
滁
洲
市
北
西
部
）、
舒
州
（
現

安
徽
省
安
慶
県
附
近
）、
常
州
（
現
江
蘇
省
常
州
市
附
近
）
と
い
っ
た

江
南
の
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
。

中
央
か
ら
地
方
へ
と
赴
任
し
た
韋
応
物
や
独
孤
及
の
場
合
と
は
逆
に
、

銭
起
と
皇
甫
然
、
皇
甫
曾
は
江
南
か
ら
長
安
へ
と
仕
官
し
た
。
中
で
も

湖
州
呉
興
出
身
の
銭
起
は
、
進
士
及
第
後
に
長
安
や
洛
陽
を
中
心
に
活

躍
し
た
た
め
に
都
の
詩
人
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

銭
起
が
進
士
に
及
第
し
た
の
は
天
宝
十
載
の
こ
と
で
あ
り
、
す
で
に
四

十
歳
を
過
ぎ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
詩
人
は
そ
の
人
生
の
多

く
の
歳
月
を
江
南
地
方
の
湖
州
で
過
ご
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

皇
甫
然
も
、
都
に
出
仕
す
る
ま
で
、
長
年
無
錫
（
現
江
蘇
省
無
錫
市
附

近
）
で
県
尉
を
勤
め
て
い
た
。
弟
の
曾
は
侍
御
史
に
至
っ
た
が
、
大
暦

中
に
は
舒
州
司
馬
の
左
遷
を
経
て
、
故
郷
に
戻
っ
て
ゆ
く
。
上
の
韋
応

物
、
独
狐
及
、
銭
起
、
皇
甫
兄
弟
ら
の
移
動
の
軌
跡
は
、
中
央
詩
壇
と

地
方
詩
壇
と
の
間
の
、
対
蹠
的
か
つ
相
補
的
な
連
動
関
係
を
示
す
一
方

で
、
彼
ら
が
均
し
く
江
南
地
方
と
の
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

明
確
に
示
し
て
い
よ
う
。

厳
維
、
霊
一
、
皎
然
の
三
人
は
、
江
南
か
ら
ほ
ぼ
離
れ
ず
に
自
ら
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た
。
九
歳
で
出
家
し
た
霊
一
の
場
合
と
異
な
り
、

厳
維
も
皎
然
も
青
年
時
代
に
科
挙
に
応
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
皎
然
は
結

局
、
出
仕
の
志
が
叶
わ
ず
に
出
家
の
道
を
選
ん
だ
ら
し
い
が
、
厳
維
は

進
士
に
及
第
し
、
詞
藻
宏
麗
科
に
ま
で
抜
擢
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
安

史
の
乱
が
き
っ
か
け
で
あ
ろ
う
が
、
選
ば
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
家

貧
親
老
」
を
理
由
に
中
央
へ
の
仕
官
を
断
り
、
故
郷
の
越
州
に
あ
る
諸

曁
と
余
姚
の
県
令
を
歴
任
し
、
江
南
の
地
方
官
と
し
て
勤
め
続
け
た
。

詩
人
た
ち
の
交
遊
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
に
読
む
詩
作
を
通
し
て
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
、
日
本
と
の
関
連
を
考
え
る
視

点
か
ら
以
下
の
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
銭
起
の
詩

作
に
は
「
送
僧
帰
日
本
」
が
見
え
、
皇
甫
曾
に
は
渡
日
前
後
の
鑑
真
に

贈
っ
た
と
さ
れ
る
「
贈
鑑
上
人
」
詩
が
あ
る
。
ま
た
、
韋
応
物
詩
は
白

居
易
の
閑
適
詩
の
源
泉
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
⑤
、
皎
然

の
『
詩
式
』
は
、
空
海
が
撰
述
し
た
『
文
鏡
秘
府
論
』
に
引
用
さ
れ
た
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詩
論
書
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
韋
応
物
や
皎

然
の
場
合
の
関
わ
り
は
必
ず
し
も
直
接
的
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
日

本
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

で
あ
ろ
う
。

二
、�

梵
門
詩
に
お
け
る
特
徴
的
な
表
現
を

　
　

切
り
口
と
し
て

嵯
峨
朝
の
梵
門
詩
に
は
頻
出
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
表

現
は
本
来
宗
教
的
な
事
柄
を
表
現
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
用
語
で
あ

っ
た
り
、
あ
る
い
は
仏
教
に
関
わ
り
を
持
つ
用
語
だ
っ
た
り
し
て
、
梵

門
詩
の
仏
教
関
係
の
詩
と
し
て
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

こ
う
し
た
特
徴
的
な
表
現
を
切
り
口
と
し
て
、
梵
門
詩
と
中
唐
初
期
の

詩
と
の
つ
な
が
り
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
と
思
う
⑥
（
以
下
、
引
用
す
る

詩
に
付
し
た
通
し
番
号
お
よ
び
傍
線
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
）。

１
「
禅ぜ
ん

扄け
い

」
に
つ
い
て

「
扄
」
は
、
門
や
戸
の
か
ん
ぬ
き
の
こ
と
で
あ
る
が
、「
禅
扄
」
は
寺

院
の
門
を
云
う
。
嵯
峨
天
皇
は
、
こ
の
表
現
を
愛
用
し
て
い
た
。
以
下

に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

　

雲
嶺
禅
扃
人
蹤
絶
、
昔
将
今
日
再
攀
登
。（
雲
嶺
の
禅
扃
人じ
ん

蹤し
よ
う

絶た

え
、
昔
と
今
日
と
再
び
攀
登
す
。）

 

（「
過
梵
釈
寺
」、『
文
華
秀
麗
集
』
梵
門
73
）

　

釈
子
帰
真
炎
涼
変
、
空
山
独
閉
応
禅
扄
。（
釈
し
や
く

子し

真し
ん

に
帰
し
炎え
ん

涼
り
や
う

変
じ
、
空
山
独ひ
と

り
閉と

ざ
さ
れ
禅
扄
に
応
ず
。）

 

（「
和
藤
是
雄
春
日
過
安
禅
師
旧
院
」、『
経
国
集
』
梵
門
33
）

　

禅
扄
閉
雲
春
山
寒
、
林
下
苔
封
万
古
壇
。（
禅
扄
雲
閉
ぢ
て
春
山

寒
く
、
林
下
の
苔こ
け

万
古
の
壇
を
封こ

む
。）

 

（「
春
日
過
山
寺
観
菩
薩
旧
壇
」、『
経
国
集
』
梵
門
37
）

一
方
、「
禅
扄
」
と
い
う
表
現
は
、
中
唐
以
前
の
詩
に
見
当
た
ら
ず
、

以
下
の
よ
う
に
、
と
く
に
大
暦
期
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
。

○
攀
雲
到
金
界
、
合
掌
開
禅
扄
。（
雲
に
攀
ぢ
て
金
界
に
到
り
、
合

掌
し
て
禅
扄
を
開
く
。）

 

（
独
孤
及
「
題
思
禅
寺
上
方
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
四
六
）

○
躋
閣
謁
金
像
、
攀
雲
造
禅
扄
。（
閣
に
躋の
ぼ

り
て
金
像
に
謁ま
み

え
、
雲

に
攀
ぢ
て
禅
扄
に
造い
た

る
。）

 　
 （

韋
応
物
「
四
禅
精
舎
登
覧
悲
旧
寄
朝
宗
巨
川
兄
弟
」、『
全
唐

詩
』
巻
一
八
七
）

こ
の
中
、
特
に
3
の
嵯
峨
天
皇
の
「
春
日
過
山
寺
観
菩
薩
旧
壇
」
詩

は
、
以
下
に
掲
げ
る
皇
甫
冉
の
「
宿
洞
霊
観
」
詩
と
密
接
に
か
か
わ
っ

123
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て
い
る
よ
う
に
思
う
。　

の
詩
の
全
体
を
改
め
て
掲
げ
た
上
で
、
皇
甫

冉
の
「
宿
洞
霊
観
」
詩
を
掲
げ
る
。

　

禅
扄
閉
雲
春
山
寒
、
林
下
苔
封
万
古
壇
。
菩
薩
化
身
滅
後
事
、
空

餘
歳
月
白
雲
残
。〈
禅
扄
雲
閉
ぢ
て
春
山
寒
く
、
林
下
の
苔こ
け

万
古

の
壇
を
封こ

む
。
菩
薩
の
化け

身し
ん

滅め
つ

後ご

の
事
、
空
し
く
餘あ
ま

す
歳
月
白
雲

残
る
を
。〉

 （
嵯
峨
天
皇
「
春
日
過
山
寺
観
菩
薩
旧
壇
」、『
経
国
集
』
梵
門
37
）

○
孤
煙
霊
洞
遠
、
積
雪
暮
山
寒
。
松
柏
凌
高
殿
、
苺
苔
封
古
壇
。
客

来
清
夜
久
、
仙
去
白
雲
残
。
明
日
開
金
籙
、
焚
香
更
沐
蘭
。（
孤

煙 

霊
洞
遠
く
、
積
雪 

暮
山
に
寒
し
。
松
柏 

高
殿
を
凌
ぎ
、
苺
苔 

古
壇
を
封こ

む
。
客
来
た
り
て
清
夜
久
し
く
、
仙
去
り
て
白
雲
残
る
。

明
日
金き
ん

籙ど
う

を
開
き
、
香
を
焚た

き
更
に
蘭
に
沐う
る
ほは
む
。）

 

（
皇
甫
冉
「
宿
洞
霊
観
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
五
〇
）

掲
げ
た
二
首
の
表
現
の
特
に
傍
線
部
分
を
比
較
し
な
が
ら
見
る
と
、

3
の
嵯
峨
天
皇
の
詩
は
、「
禅
扄
」
と
い
う
語
だ
け
で
は
な
く
、

「（
春
）
山
寒
」
や
「
苔
封
（
万
）
古
壇
」、
そ
し
て
「
白
雲
残
」
な
ど

の
表
現
が
皇
甫
冉
の
詩
に
お
け
る
「（
暮
）
山
寒
」、「
苔
封
古
壇
」「
白

雲
残
」
を
そ
の
ま
ま
に
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
は
な
か
ろ

う
か
。
従
っ
て　

は
、
韻
字
に
つ
い
て
も
皇
甫
冉
の
詩
と
同
字
を
用

い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
皇
甫
冉
の
詩
題
に
あ
る
「
洞
霊
観
」

は
、
道
教
の
寺
院
で
あ
る
道
観
の
名
前
で
あ
り
、
皇
甫
冉
の
こ
の
詩
は

道
教
に
関
連
す
る
詩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
思
う
が
、
嵯
峨
天
皇
が

こ
の
詩
の
表
現
を
受
容
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
道
教
に
由
来
す

る
表
現
が
、
仏
教
関
係
の
詩
で
あ
る
梵
門
詩
を
作
る
た
め
の
表
現
と
し

て
用
い
ら
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。

２
「
僧そ
う

臘ら
ふ

」「
盥
く
わ
ん

漱そ
う

」「
禅ぜ
ん

定ぢ
や
う

心
（
禅
心
）」
に
つ
い
て

ま
ず
嵯
峨
天
皇
の
「
七
言
和
良
将
軍
題
瀑
布
下
蘭
若
、
簡
清
大
夫
之

作
一
首
」（『
経
国
集
』
梵
門
51
）
と
い
う
詩
を
見
て
み
よ
う
。
や
や
長

い
詩
題
だ
が
、
良
岑
安
世
が
滝
の
下
の
某
寺
院
に
書
き
付
け
た
詩
を

（
後
日
）
清
原
長
官
に
手
紙
に
つ
け
て
贈
っ
た
詩
に
、
嵯
峨
天
皇
が
唱

和
し
た
詩
で
あ
る
。
良
岑
安
世
の
原
詩
は
残
っ
て
い
な
い
が
、『
経
国

集
』
に
、
嵯
峨
天
皇
（
51
番
）、
源
弘
（
52
番
）、
惟
良
春
道
（
53
番
）

の
三
人
の
唱
和
詩
が
見
え
る
の
で
、
彼
ら
の
間
に
一
種
の
詩
座
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
嵯
峨
天
皇
の
こ
の
一
首
に
お
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
、
滝
（
瀑
布
）
の
下
の
寺
院
で
修
行
す
る
僧
侶
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

 　

澹
肢
僧
臘
流
懸
水
、
盥
漱
独
行
禅
定
心
。（
澹
肢 

僧
臘 

流
懸
の

水
、
盥
漱 

独
行
す
禅
定
心
。）

こ
の
う
ち
、「
臘
」
は
僧
の
修
行
の
年
数
を
い
う
言
葉
で
あ
り
、
こ
の

3

3

3

1



21　嵯峨朝の梵門詩と中唐初期の江南詩壇

一
聯
は
、「
僧
臘
」（
す
な
わ
ち
年
功
を
積
ん
だ
僧
）
が
、
流
れ
落
ち
る

滝
の
水
で
手
足
を
洗
い
澄
ま
し
、
両
手
で
水
を
す
く
っ
て
口
を
す
す
ぎ
、

そ
し
て
ひ
と
り
で
座
禅
し
て
悟
り
の
道
を
行
う
、
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

「
臘
」、「
盥
漱
」
の
語
は
、
嵯
峨
朝
の
漢
詩
に
お
い
て
、
ほ
か
に
も
見

ら
れ
る
。
ま
ず
は
「
臘
（
僧
臘
）」
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。

2  

臘
老
煙
雲
裏
、
帰
真
摂
化
形
。（
臘
老
ゆ
煙
雲
の
裏
、
帰
真
化
形

を
摂
す
。）

　

 

（
嵯
峨
天
皇
「
和
菅
清
公
傷
忠
法
師
」、『
文
華
秀
麗
集
』
哀
傷
86
）

こ
こ
に
は
、「
僧
臘
」
と
い
う
熟
語
で
は
な
く
、「
臘
」
の
語
が
見
え
る

が
、
こ
の
「
臘
老
煙
雲
裏
」
の
句
の
表
現
は
、
皇
甫
曾
の
「
律
儀
伝
教

誘
、
僧
臘
老
煙
霄
（
律
儀 

教
誘
に
伝
へ
、
僧
臘 
煙
霄
に
老
ゆ
）」

（「
贈
鑑
上
人
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
一
〇
）
と
い
う
表
現
を
踏
ま
え
て
い

る
の
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
皇
甫
曾
の
こ
の
「
鑑
上
人
に
贈

る
」
詩
に
は
も
う
一
箇
所
、
嵯
峨
天
皇
の
梵
門
詩
に
受
容
さ
れ
た
表
現

が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
曾
の
句
は
「
深
竹
風
開
合
、
寒
潭
月
動
揺

（
深
竹 

風 

開
合
し
、
寒
潭 

月 

動
揺
す
）」
と
あ
る
が
、
こ
の
表
現
は
、

以
下
の
嵯
峨
天
皇
の
表
現
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

3  

風
竹
時
開
合
、
声
鐘
暁
動
揺
。（
風
竹
時
に
開
合
し
、
声
鐘
暁
に

動
揺
す
。）

　
　

 （「
和
惟
逸
人
春
道
秋
日
臥
疾
華
厳
山
寺
精
舎
之
作
」、『
経
国

集
』
梵
門
35
）

次
に
、「
盥
漱
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
見
た
い
と
思
う
。「
盥
漱
」

は
、
滝
・
溪
・
泉
な
ど
の
水
で
手
を
洗
い
口
を
す
す
い
で
身
を
潔
め
る

動
作
を
指
す
が
、
修
行
の
様
子
を
描
く
言
葉
と
し
て
梵
門
詩
に
よ
く
用

い
ら
れ
た
。
前
掲
1
の
嵯
峨
天
皇
の
詩
に
も
「
盥
漱
独
行
禅
定
心
」

と
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
に
、
以
下
の
例
が
あ
る
。

4 

苦
行
独
老
山
中
室
、
盥
嗽
偏
宜
林
下
泉
。（
苦
行
独
り
老
ゆ
山
中

の
室む
ろ

、
盥
漱
偏
へ
に
宜
し
林
下
の
泉
。）

　

 

（
嵯
峨
天
皇
「
贈
賓
和
尚
」『
凌
雲
集
』
23
）

5  

盥
漱
応
随
溪
水
暮
、
観
身
静
坐
進
鐘
声
。（
盥
漱
応
に
随
ふ
べ
し

溪
水
の
暮
れ
、
観
身
静
坐
す
進
鐘
の
声
。）

 

（
惟
良
春
道
「
送
伴
秀
才
入
道
」、『
経
国
集
』
梵
門
45
）

「
僧
臘
」
の
語
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、「
盥
漱
」
と
い
う
表
現
も
大

暦
に
入
っ
て
か
ら
始
め
て
現
れ
た
詩
語
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
韋
応
物
や

皇
甫
冉
を
は
じ
め
と
し
た
中
唐
初
期
の
詩
人
が
好
ん
で
「
盥
漱
」
を
詩

に
詠
み
込
ん
だ
。「
清
虚
不
共
春
池
競
、
盥
漱
偏
宜
夏
日
長
（
清
虚
春

池
と
共
に
競
は
ず
、
盥
漱
偏
へ
に
宜
し
夏
日
の
長
き
に
）」（
皇
甫
冉

「
彭
祖
井
⑦
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
五
〇
）、「
処
処
縈
迴
石
磴
喧
、
朝
朝

盥
漱
山
僧
老
（
処
処
縈え
い

迴か
い

し
て
石
磴
喧
し
く
、
朝
朝
盥
漱
し
て
山
僧
老

ゆ
）」（
皇
甫
冉
「
雑
言
無
鍚
恵
山
寺
流
泉
歌
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
四
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九
）、「
盥
漱
忻
景
清
、
焚
香
澄
神
慮
（
盥
漱
景
の
清
ら
か
な
る
を
忻よ
ろ
こび

、

香
を
焚
き
て
神
慮
を
澄
ま
し
む
）」（
韋
応
物
「
暁
坐
西
斎
」、『
全
唐

詩
』
巻
一
九
三
）
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
中
で
も
、
皇
甫
冉
の
「
盥
漱

偏
宜
夏
日
長
」
と
い
う
句
は
、
4
の
嵯
峨
天
皇
の
「
盥
漱
偏
宜
林
下

泉
」
の
先
蹤
と
な
っ
た
表
現
だ
と
考
え
ら
れ
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
嵯

峨
朝
の
梵
門
詩
と
の
つ
な
が
り
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
1
の
嵯
峨
天
皇
の
「
盥
漱
独
行
禅
定
心
」
に
見
え
た
、

「
禅
定
心
」
に
近
い
表
現
に
、「
禅
心
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
仏
語
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、「
禅
心
」
は
梵
門
詩
に
頻
り
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
、
以
下
に
掲
げ
る
嵯
峨
天
皇
の
句
で
あ
る
。

6   

林
下
暗
堂
臥
聴
磬
、
禅
心
観
念
法
皆
空
。（
林
下
の
暗
堂
臥ふ

し
て

磬
を
聴
く
、
禅
心
観
念
す
る
に
法
皆み
な

空
な
り
。）

 

（「
和
惟
山
人
春
道
晩
聴
山
磬
」、『
経
国
集
』
梵
門
54
）

こ
の
詩
は
、
嵯
峨
天
皇
が
、
惟
良
春
道
の
「
晩
聴
山
磬
」
と
い
う
詩
に

唱
和
し
た
七
言
絶
句
だ
が
、
春
道
の
原
詩
は
残
っ
て
い
な
い
。
掲
出
の

句
の
大
意
は
「
林
の
下
に
あ
る
暗
い
御
堂
に
臥
し
て
磬
の
音
を
聞
く
に

つ
れ
て
、
禅
心
を
以
っ
て
思
え
ば
仏
法
は
す
べ
て
空
（
絶
対
の
真
理
）

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
磬
」
は
、
仏
教
寺
院
で
法
要
の
際

の
読
経
の
合
図
に
鳴
ら
す
仏
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
楽
器
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
句
は
、
以
下
に
掲
げ
る
句
を
踏
ま
え
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

○
雲
裏
隔
窓
火
、
松
下
聞
山
磬
。
客
到
両
忘
言
、
猿
心
與
禅
定
。

（
雲
裏
に
窓
火
を
隔
て
、
松
下
に
山
磬
を
聞
く
。
客
到
る
も
両
り

な
が
ら
言げ
ん

を
忘
る
、
猿
心
と
禅
定
と
。）

（
銭
起
「
杪
秋
南
山
西
峯
題
凖
上
人
蘭
若
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
三
六
）

6
の
嵯
峨
天
皇
の
詩
が
こ
の
銭
起
の
詩
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
理
由
は
、
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
傍
線
部
分

の
よ
う
に
、
両
首
と
も
に
「
聞
山
磬
」
と
「
禅
心
（
禅
定
）」
と
い
う

表
現
を
用
い
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
中
国
詩
に

お
い
て
「
山
磬
を
聞
く
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
の
は
、
銭
起
の
こ
の

一
例
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

３�

「
釈し
や
く
し子
」「
翻ほ
ん

経ぎ
や
う」「
了れ
う

義ぎ

」
に
つ
い
て

い
ず
れ
も
仏
語
で
あ
る
が
、「
釈
子
」
は
釈
尊
の
弟
子
、
ま
た
は
出

家
し
て
仏
弟
子
と
な
っ
た
者
を
云
い
、「
翻
経
」
は
仏
典
を
翻
訳
す
る

こ
と
、「
了
義
」
は
「
了
義
の
経
」
と
も
い
い
、
完
全
な
教
え
、
究
極

の
道
理
を
示
す
大
乗
の
経
典
を
指
す
。
こ
の
三
つ
の
言
葉
は
、
詩
の
表

現
と
し
て
、
と
も
に
以
下
の
嵯
峨
天
皇
の
詩
作
に
見
え
る
。

1  
釈
子
帰
真
炎
涼
変
、
空
山
独
閉
応
禅
扄
。
草
堂
空
駐
松
蘿
月
、

石
室
翻
罷
了
義
経
。（
釈
子
真し
ん

に
帰き

し
炎え
ん

涼り
や
う

変
じ
、
空
山
独ひ
と

り

閉と

ざ
さ
れ
禅
扄
に
応
ず
。
草
堂
空む
な

し
く
駐と
ど

む
松
蘿
の
月
、
石せ
き

室し
つ
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翻ひ
る
が
へす
こ
と
罷
む
了
義
の
経
。）」

　
 　

（「
和
藤
是
雄
春
日
過
安
禅
師
旧
院
」、『
経
国
集
』
梵
門
33
）

ま
た
、「
翻
経
（（
経
を
翻
す
）」
と
い
う
語
は
、
以
下
の
句
に
も
見

え
る
。

2  

梵
語
翻
経
閣
、
鐘
声
聴
香
臺
。（
梵
語
を
経
閣
に
翻
ひ
る
が
えし

、
鐘
声
を

香
臺
に
聴
く
。）

 

（
嵯
峨
天
皇
「
答
澄
公
奉
献
詩
」、『
文
華
秀
麗
集
』
梵
門
71
）

さ
て
、
1
の
詩
題
に
あ
る
安
禅
師
が
ど
ん
な
人
物
な
の
か
は
未
詳

だ
が
、
詩
の
内
容
と
し
て
は
、
禅
院
の
わ
び
し
い
様
子
を
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
禅
師
を
偲
ぶ
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ

に
掲
げ
た
の
は
、
詩
の
前
半
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。

一
方
、
中
国
詩
に
お
け
る
「
釈
子
」
の
表
現
は
初
唐
以
降
に
見
え
る

が
、
韋
応
物
を
は
じ
め
と
し
た
中
唐
初
期
の
詩
人
の
作
品
に
、
も
っ
と

も
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
嵯
峨
詩
壇
の
梵
門
詩
と
の
関
連

を
考
え
る
上
で
、
こ
こ
で
は
銭
起
の
以
下
の
句
に
注
目
し
た
い
と
思
う
。

○
釈
子
吾
家
宝
、
神
清
慧
有
余
。
能
翻
梵
王
字
、
妙
尽
伯
英
書
。

（
釈
子
吾
家
の
宝
、
神
清
慧さ
と

き
こ
と
余
り
有
り
。
能
く
梵
王
の
字
を
翻
ひ
る
が
え

し
、
伯は
く

英
の
書
を
妙
尽
す
。）

 

（「
送
外
甥
懐
素
上
人
帰
郷
侍
奉
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
三
八
）

詩
題
「
外が
い

甥せ
い

懐
素
上
人
が
帰
郷
侍
奉
を
送
る
」
に
よ
れ
ば
、「
釈
子
」

は
銭
起
の
外
甥
に
あ
た
る
人
物
、
懐
素
上
人
の
こ
と
だ
と
分
か
る
が
、

こ
の
「
釈
子
」
は
、
非
常
に
優
れ
た
人
物
で
、
梵
王
の
字
つ
ま
り
仏
典

を
訳
す
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
書
道
に
も
長
け
て
お
り
、
わ
が
家
の
宝
物

だ
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。「
釈
子
」
と
い
う
表
現
を
持
ち
つ
つ
、
仏
典

の
翻
訳
と
い
う
事
柄
を
詠
み
込
む
詩
作
は
、
中
国
詩
に
お
い
て
、
銭
起

の
こ
の
一
首
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、『
経
国
集
』
の
梵
門
の
部
に
、
良

岑
安
世
が
詠
ん
だ
「
別
男
子
出
家
入
山
（
男
子
出
家
し
て
山
に
入
る
を

別
る
）」
と
い
う
五
言
詩
が
見
ら
れ
る
。

3
「
我
有
一
児
子
、
塵
煩
不
可
侵
。
天
縦
成
道
器
、
童
歯
抜
禅
心
。

新
負
心
経
帙
、
初
諳
梵
字
音
。（
我
に
有
り
一い
ち

児じ

子し

、
塵ぢ
ん

煩は
ん

侵お
か

す

べ
か
ら
ず
。
天て
ん

縦し
よ
う

道
器
を
成
す
、
童と
う

歯し

禅
心
を
抜ぬ

く
。
新
し
く

負せ
お

ふ
心し
ん

経ぎ
や
うの
帙ち
つ

、
初
め
て
諳そ
ら

に
す
梵
字
の
音
。）

 

（「
別
男
子
出
家
入
山
」、『
経
国
集
』
梵
門
56
）

こ
の
詩
の
出
家
す
る
わ
が
子
を
称
え
る
と
い
う
趣
旨
を
含
め
、「
心

経
」
や
「
梵
字
」
へ
の
言
及
な
ど
、
前
掲
の
銭
起
の
詩
の
流
れ
を
汲
ん

だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

一
方
、
前
掲
1
の
嵯
峨
天
皇
の
詩
作
に
見
え
た
「
翻
経
」、
ま
た

「
了
義
の
経
」
と
い
う
表
現
を
、
中
唐
詩
に
求
め
れ
ば
、
い
ず
れ
も
皎

然
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
詩
に
、
関
連
す
る
表
現
が
見
出
さ
れ
る
。

○
見
説
翻
経
館
、
多
聞
似
爾
稀
。（
聞
く
な
ら
く
翻
経
館
、
多
く
爾
な
ん
じ
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に
似
る
者
稀
な
る
を
聞
く
。）

 

（「
送
贇
上
人
還
京
」、『
全
唐
詩
』
巻
八
一
九
）

○
静
対
滄
洲
鶴
、
閑
看
古
寺
経
。
応
憐
叩
関
子
、
了
義
共
心
冥
。

（
静
か
に
対む
か

ふ
滄
洲
の
鶴
、
閑し
づ

か
に
看
る
古
寺
の
経
。
応
に
憐
れ

む
べ
し
関
を
叩
く
子
、
了
義
共
に
心し
ん

冥め
い

す
。）

 

（「
湯
評
事
衡
水
亭
会
覚
禅
師
」、『
全
唐
詩
』
巻
八
一
七
）

特
に
二
つ
目
の
用
例
で
、
古
い
寺
院
で
仏
典
に
専
念
す
る
覚
禅
師
の
イ

メ
ー
ジ
が
、
1
に
お
い
て
嵯
峨
天
皇
に
偲
ば
れ
る
「
安
禅
師
」
と
似

通
っ
て
い
る
の
は
、
嵯
峨
天
皇
が
皎
然
の
詩
を
受
容
し
た
か
ら
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

話
を
「
釈
子
」
の
用
例
に
戻
そ
う
。
嵯
峨
詩
壇
の
梵
門
詩
と
の
関
連

を
考
え
る
上
で
、
皇
甫
冉
の
「
釈
子
身
心
無
垢
分
、
独
将
衣
鉢
去
人
群

（
釈
子
の
身
心
無む

垢く

の
分
、
独
り
衣え

鉢は
ち

を
将
ち
て
人
の
群む

れ
を
去
る
）」

（「
同
李
万
晩
望
南
岳
寺
懐
普
門
上
人
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
五
〇
）
は
、

非
常
に
示
唆
的
な
例
の
ひ
と
つ
だ
と
思
う
。
こ
こ
の
「
釈
子
」
は
、
詩

題
に
あ
る
「
普
門
上
人
」
の
こ
と
を
指
す
の
で
、
掲
出
の
句
全
体
と
し

て
は
、「
釈
子
」
の
「
普
門
上
人
」
は
、
無
垢
な
方
で
、
ひ
と
り
で
僧

の
衣
装
と
食
器
の
鉄
鉢
を
持
っ
て
人
ご
み
の
俗
世
間
か
ら
去
っ
て
い
く

と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
う
ち
の
「
独
り
衣
鉢
を

将も

ち
て
」
と
い
う
表
現
が
、
嵯
峨
天
皇
の
「
老
僧
山
に
帰
る
を
見
る
」

と
い
う
詩
に
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

4  

道
性
本
来
塵
事
遐
、
独
将
衣
鉢
向
煙
霞
。
定
知
行
尽
秋
山
路
、

白
雲
深
処
是
僧
家
（
道だ
う

性し
や
う

本
来
塵ぢ
ん

事じ

遐は
る

か
な
り
、
独ひ
と

り
衣え

鉢は
ち

を

将も

ち
て
煙え
ん

霞か

に
向む
か

ふ
。
定
め
て
知
り
ぬ
行
き
て
秋
山
の
路
を
尽

し
、
白
雲
深
き
処
と
こ
ろ

是
れ
僧
家
な
る
こ
と
を
。）

 

（「
見
老
僧
帰
山
」、『
経
国
集
』
梵
門
30
）

4
の
中
で
、
も
う
ひ
と
つ
指
摘
し
て
い
い
の
は
、
一
句
目
「
道
性
本

来
塵
事
遐
か
な
り
」
と
い
う
表
現
の
先
蹤
が
、
韋
応
物
の
詩
句
「
絶
岸

臨
西
野
、
曠
然
塵
事
遥
（
絶ぜ
つ

岸が
ん

西
野
を
臨
め
ば
、
曠
然
と
し
て
塵
事
遥

か
な
り
）」（「
灃
上
西
斎
寄
諸
友
」、『
全
唐
詩
』
巻
一
八
七
）
に
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
じ
く
4
の
嵯
峨
天
皇
詩
の
三
、
四
句
目

「
定
め
て
知
り
ぬ
行
き
て
秋
山
の
路
を
尽
し
、
白
雲
深
き
処
是
れ
僧
家

な
る
こ
と
を
」
は
、
霊
一
が
詠
ん
だ
「
無
限
青
山
行
欲
尽
、
白
雲
深
処

老
僧
多
（
無
限
の
青
山
行
き
て
尽
さ
む
と
欲
す
、
白
雲
深
き
処
老
僧
多

し
）」（「
題
僧
院
」、『
全
唐
詩
』
巻
八
九
〇
）
を
踏
ま
え
て
い
る
。

4
「
問も
ん

疾し
つ

」「
薬や
く

王わ
う

」
に
つ
い
て

『
経
国
集
』
の
梵
門
部
に
は
、
嵯
峨
天
皇
が
病
気
に
か
か
っ
た
僧
侶

を
見
舞
う
詩
が
見
ら
れ
る
。
嵯
峨
天
皇
の
「
七
言
問
浄
上
人
疾
（
浄
じ
や
う

上し
や
う

人に
ん

が
疾や
ま
ひを
問
ふ
）」（『
経
国
集
』
梵
門
38
）
と
題
さ
れ
た
詩
は
そ
う
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し
た
一
首
で
あ
る
。「
浄
上
人
」
の
「
浄
」
は
清
く
澄
む
意
で
、「
浄
上

人
」
は
「
澄
上
人
」
即
ち
最
澄
上
人
の
こ
と
で
あ
る
。
最
澄
は
唐
に
渡

っ
て
仏
教
を
学
び
、
帰
国
後
の
八
〇
六
年
に
、
比
叡
山
延
暦
寺
を
建
て
、

日
本
に
お
け
る
天
台
宗
を
開
い
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
。
弘
仁
三
年

（
八
一
二
）
の
頃
、
最
澄
は
一
時
体
調
を
崩
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ

の
際
に
嵯
峨
天
皇
が
最
澄
の
病
気
を
慰
問
し
て
詠
ん
だ
の
が
、『
経
国

集
』
に
所
収
の
「
問
浄
上
人
疾
」
詩
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
嵯
峨

天
皇
の
「
和
澄
公
臥
病
述
懐
之
作
（
澄
公
が
「
病
に
臥
し
て
懐こ
こ
ろ

を
述

ぶ
」
の
作
に
和
す
）」
を
は
じ
め
と
し
た
、
三
首
の
詩
か
ら
な
る
詩
群

が
『
文
華
秀
麗
集
』
の
梵
門
部
に
見
え
、「
問
浄
上
人
疾
」
詩
と
同
じ

頃
の
詩
作
と
さ
れ
る
。

中
唐
詩
と
の
関
連
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
嵯
峨
天
皇
の
「
問
浄

上
人
疾
」
と
類
似
す
る
詩
題
を
持
つ
作
品
と
し
て
、
銭
起
の
「
静
夜
酬

通
上
人
問
疾
（
静
夜 

通
上
人
の
疾
を
問
ふ
に
酬
ゆ
）」、『
全
唐
詩
』
巻

二
三
七
）、
皇
甫
冉
の
「
問
正
上
人
疾
（
正
上
人
が
疾
を
問
ふ
）」（『
全

唐
詩
』
巻
二
四
九
）
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、「
問
浄
上
人
疾
」
詩
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
最
澄
上
人
の

回
復
を
願
う
思
い
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

　

 

道
性
如
思
幽
客
問
、
須
療
身
是
真
薬
王
。（
道
性
如も

し
幽
客
の

問お
と
づ
れを
思
は
ば
、
須
ら
く
身
を
療い
や

す
べ
し
是
れ
ぞ
真ま
こ
との
薬
王
。）

つ
ま
り
、「
仏
の
道
に
あ
る
君
が
も
し
静
か
に
暮
ら
す
者
（
退
位
し
た

我
）
の
見
舞
の
こ
と
を
思
う
な
ら
ば
、
ど
う
か
わ
が
身
の
病
気
を
癒
す

よ
う
に
養
生
し
た
ま
え
、
こ
れ
こ
そ
本
当
の
薬
王
菩
薩
と
い
う
も
の
で

す
」
と
い
う
。「
薬
王
」
は
仏
語
で
、
薬
王
菩
薩
を
意
味
す
る
。『
法
華

経
』
に
し
ば
し
ば
現
れ
る
仏
の
こ
と
で
、
良
薬
を
与
え
、
衆
生
の
病
と

苦
し
み
を
除
く
菩
薩
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
詩
の
言
葉
と
し
て
「
薬

王
」
は
珍
し
い
表
現
で
あ
る
。「
薬
王
」
と
い
う
詩
語
は
、
唐
末
ま
で

は
、
二
例
し
か
な
い
が
、
そ
の
中
の
一
例
は
、
銭
起
の
「
静
夜
酬
通
上

人
問
疾
」
詩
に
お
け
る
「
何
事
沈
痾
久
、
含
毫
問
薬
王
（
何
事
ぞ
痾や
ま
ひに

沈
む
こ
と
久
し
く
、
毫
を
含
み
て
薬
王
に
問
は
む
）」
と
い
う
句
に
見

え
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
嵯
峨
天
皇
の
「
問
浄
上
人
疾
」
詩
は
、
銭

起
の
こ
の
詩
を
先
蹤
に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
に
最
澄
が
入
滅
し
た
。
嵯
峨

天
皇
が
最
澄
の
逝
去
を
悼
ん
で
、「
哭
澄
上
人
（
澄
上
人
を
哭
す
）」
と

い
う
五
言
詩
を
作
っ
た
。
こ
の
詩
は
、『
日
本
詩
紀
』（
巻
二
）
に
収
め

ら
れ
て
お
り
、
書
の
世
界
に
お
い
て
は
嵯
峨
天
皇
の
宸
筆
が
残
る
作
品

と
し
て
名
高
い
。

　

  
吁
嗟
雙
樹
下
、
摂
化
契
如
々
。
恵
遠
名
猶
駐
、
支
公
業
已
虚
。

草
深
新
廟
塔
、
松
掩
旧
禅
居
。
燈
焔
残
空
座
、
香
煙
続
像
爐
。

蒼
生
橋
梁
少
、
緇
侶
律
儀
疏
。
法
体
何
久
住
、
塵
心
傷
有
余
。

1

2
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（
吁あ

嗟あ

雙さ
う

樹じ
ゆ

の
下も
と

、
摂せ
っ

化け

如に
よ

々に
よ

を
契
る
。
恵
遠
が
名
猶な
ほ

し
駐と
ど

む
、

支し

公こ
う

が
業ご
ふ

已す
で

に
虚む
な

し
。
草
は
深
し
新
廟
塔
、
松
は
掩お
ほ

ふ
旧
禅
居
。

燈
焔 

空
座
に
残
る
、
香
煙 

像
爐
に
続
ぐ
。
蒼
生 

橋
梁
少
な
し
、

緇
侶 
律
儀
疎お
ろ
そか
な
り
。
法
体
何な
ん

ぞ
久
し
く
住と
ど

ま
ら
む
、
塵
心
傷い
た

む
こ
と
余
有
り
。）

一
方
、
銭
起
の
作
品
に
「
哭
空
寂
寺
玄
上
人
（
空く
う

寂し
ゃ
く

寺じ

の
玄
上
人

を
哭
す
）」（『
全
唐
詩
』
巻
二
三
七
）
と
い
う
詩
が
あ
り
、
以
下
の
よ

う
に
あ
る
。

○
悽
然
雙
樹
下
、
垂
涙
遠
公
房
。
燈
続
生
前
火
、
爐
添
没
後
香
。 

古
松
韻
旧
榻
、
寒
竹
響
空
廊
。
寂
滅
応
為
楽
、
塵
心
徒
自
傷
。

（
悽
然
た
り
雙
樹
の
下
、
涙
を
垂
る
遠
公
が
房
。
燈
は
続
ぐ
生
前

の
火
、
爐
は
添
ふ
没
後
の
香
。
古
松
旧
榻
に
韻ひ
び

く
、
寒
竹
空
廊
に

響
く
。
寂
滅
応
に
楽
と
為
す
べ
し
、
塵
心
徒い
た

自づ
ら

に
傷
む
。）

二
首
の
傍
線
部
を
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
詩
の
表
現
が
、
非
常

に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
嵯
峨
天
皇
「
哭
澄
上
人
」

詩
と
銭
起
「
哭
空
寂
寺
玄
上
人
」
詩
と
の
類
似
性
に
つ
い
て
は
、
既
に

先
学
に
指
摘
が
あ
る
が
⑧
、
平
安
初
期
に
お
け
る
中
唐
初
期
の
詩
の
受

容
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
改
め
て
そ
の
重
要
性
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
前
掲　

の
「
哭
澄
上
人
」
詩
に
見
え
る
「
草
深

新
廟
塔
、
松
掩
旧
禅
居
」、「
緇
侶
律
儀
疏
」
の
句
は
、
厳
維
の
「
哭
霊

一
上
人
（
霊
一
上
人
を
哭
す
）」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
二
六
三
）
に
見
え

る
「
古
房
松
更
老
、
新
塔
草
初
生
。
経
論
伝
緇
侶
、
文
章
徧
墨
卿
（
古

房
の
松
は
更
に
老
い
、
新
塔
の
草
は
初
め
て
生
ず
。
経
論
は
緇
侶
に
伝

は
り
、
文
章
は
墨
卿
に
徧あ
ま
ねし
）」
を
受
容
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

5
「
観

く
わ
ん

身し
ん

」「
観
く
わ
ん

空く
う

」「
対た
い

境き
や
う」

に
つ
い
て

梵
門
詩
に
お
け
る
「
問
疾
」
表
現
と
関
連
し
て
、
さ
ら
に
「
観
身

（
身
を
観
ず
る
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
見
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

「
観
」
は
仏
語
に
見
え
る
言
葉
で
あ
り
、
心
静
か
に
正
し
く
観
察
す
る
、

観
念
す
る
、
瞑
想
す
る
こ
と
だ
が
、「
観
身
」
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で

の
自
己
観
照
、
修
行
の
行
い
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
以
下
の
例
に
お
い
て
、

「
観
身
」
が
、
身
を
潔
め
る
動
作
を
意
味
す
る
「
盥
漱
」
の
語
と
対
と

な
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

1  

盥
漱
応
随
溪
水
暮
、
観
身
静
坐
進
鐘
声
。（
盥
漱
応
に
随
ふ
べ
し

溪
水
の
暮
れ
、
観
身
静
坐
す
進
鐘
の
声
。） 

 

（
惟
良
春
道
「
送
伴
秀
才
入
道
」、『
経
国
集
』
梵
門
45
）

さ
ら
に
、「
観
身
」
は
病
気
を
癒
す
手
段
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
巨
勢
識
人
が
詠
ん
だ
「
和
澄
上
人
臥

病
述
懐
之
作
（
澄
上
人
が
「
病
に
臥
し
て
懐こ
こ
ろ

を
述
ぶ
」
の
作
に
和

す
）」（『
文
華
秀
麗
集
』
梵
門
78
）
と
題
す
る
詩
の
表
現
に
窺
う
こ
と

2
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が
で
き
る
。
識
人
の
句
に
は
「
已
覚
非
真
有
、
観
身
自
得
痊
（
已
に
真し
ん

有い
う

に
非あ
ら

ぬ
こ
と
を
覚さ
と

り
ぬ
、
身
を
観
じ
て
自
お
の
づ
から

に
痊い

る
こ
と
を
得

む
）」
と
あ
り
、
一
切
の
現
象
が
空
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
悟
っ
た
の

で
、
わ
が
身
も
ま
た
空
と
見
れ
ば
自
然
と
病
も
癒
え
る
だ
ろ
う
と
言
う
。

『
文
華
秀
麗
集
』
の
梵
門
部
に
、
嵯
峨
天
皇
の
「
和
澄
上
人
臥
病
述
懐

之
作
」
を
は
じ
め
と
し
た
三
首
の
詩
か
ら
な
る
詩
群
が
あ
る
こ
と
を
、

前
節
（「
問
疾
」
の
説
明
の
際
に
）
で
言
い
及
ん
だ
が
、
巨
勢
識
人
の

こ
の
詩
は
そ
の
中
の
一
首
で
あ
る
。

一
方
、
皇
甫
冉
の
「
問
正
上
人
疾
（
正
上
人
が
疾
を
問
ふ
）」（『
全

唐
詩
』
巻
二
四
九
）
の
詩
に
は
、「
餌
薬
応
随
病
、
観
身
転
悟
空
（
餌じ

薬や
く

応
に
病
に
随
ふ
べ
し
、
観
身
転う
た

た
空
を
悟
る
）」
と
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
観
身
」
が
、「
餌
薬
」
と
い
う
表
現
と
の
対
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
身
を
観
ず
る
」
こ
と
は
、「
薬
を
服
用
」

す
る
こ
と
同
じ
よ
う
に
、
病
気
を
癒
す
手
段
と
し
て
も
認
識
さ
れ
、
詩

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
巨
勢
識
人
の
「
和
澄
上
人
臥
病
述
懐
之
作
」
か

ら
窺
わ
れ
る
よ
う
に
「
観
身
」
が
療
す
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た

背
景
と
し
て
、
皇
甫
冉
の
「
問
正
上
人
疾
」
の
ご
と
き
詩
の
存
在
を
想

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

い
ま
一
度
、
話
を
梵
門
詩
に
戻
す
。
嵯
峨
朝
の
梵
門
詩
に
は
、「
観

身
」
と
対
義
と
な
る
言
葉
と
し
て
「
観
空
」
と
「
対
境
」
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、「
観
空
」
と
「
対
境
」
は
つ
ね
に
一
対
の
語
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。

2  

対
境
知
皆
幻
、
観
空
厭
此
身
。（
境
に
対
し
て
は
皆
幻
な
る
こ
と

を
知
り
、
空
を
観
じ
て
は
此
の
身
を
厭
ふ
。）　　
　

 

（
嵯
峨
天
皇
「
和
澄
公
臥
病
述
懐
之
作
」、『
文
華
秀
麗
集
』
梵
門
76
）

3  

対
境
持
斎
宜
野
果
、
観
空
鑪
気
和
山
煙
。（
境
に
対
す
る
に
持じ

斎さ
い

野
果
宜
し
、
空
を
観
ず
る
に
鑪ろ

気き

山
煙
に
和
す
。）

 

（「
和
御
製
聞
右
軍
曹
入
道
簡
大
将
軍
良
公
」、『
経
国
集
』
梵
門
43
）

4  

片
石
観
空
何
劫
尽
、
孤
雲
対
境
幾
年
深
。（
片へ
ん

石せ
き

空
を
観
ず
何
れ

の
劫こ
ふ

か
尽
く
る
、
孤こ

雲う
ん

境
に
対
す
幾い
く

年と
せ

か
深
き
。）

 

（「
賦
得
深
山
寺
応
太
上
天
皇
制
」、『
経
国
集
』
梵
門
79
）

一
方
、
皇
甫
曾
の
「
贈
沛
禅
師
（
沛
禅
師
に
贈
る
）」
と
い
う
詩
に

は
、「
観
空
色
不
染
、
対
境
心
自
愜
（
空
を
観
ず
れ
ば
色
染
ま
ず
、
境

に
対
す
れ
ば
心
自
づ
か
ら
愜か
な

ふ
）」（『
全
唐
詩
』
巻
二
一
〇
）
と
あ
る
。

「
観
空
」
と
「
対
境
」
と
を
対
語
と
し
て
組
み
合
わ
せ
る
、
こ
う
し
た

表
現
の
仕
方
は
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
。
梵
門
詩
に
お
け
る
「
観

空
」
と
「
対
境
」
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
間
違
い
な
く
、
皇
甫
曾
の

「
贈
沛
禅
師
」
詩
の
表
現
を
踏
ま
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
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６
「
道だ
う

性し
や
う」「

道だ
う

心し
ん

」
に
つ
い
て

「
道
性
」、「
道
心
」
は
、
修
道
者
の
も
つ
性
格
あ
る
い
は
修
行
者
の

心
を
指
す
が
、
近
い
表
現
に
「
真
性
」、「
空
性
」
な
ど
が
あ
る
。

1  

道
性
本
来
塵
事
遐
、
独
将
衣
鉢
向
煙
霞
。（
道
性
本
来
塵
事
遐
か

な
り
、
独
り
衣
鉢
を
将
ち
て
煙
霞
に
向
ふ
。）

 
（
嵯
峨
天
皇
「
見
老
僧
帰
山
」、『
経
国
集
』
梵
門
30
）

2  

道
性
如
思
幽
客
問
、
須
療
身
是
真
薬
王
。（
道
性
如
し
幽
客
の
問

を
思
は
ば
、
須
ら
く
身
を
療
す
べ
し
是
れ
ぞ
真
の
薬
王
。）

 

（
嵯
峨
天
皇
「
問
浄
上
人
疾
」、『
経
国
集
』
梵
門
38
）

3  

絶
頂
華
厳
寺
、
雲
深
渓
路
遥
。
道
心
登
静
境
、
真
性
隔
塵
囂
。

（
絶
頂
華け

厳ご
ん

寺じ

、
雲
深
く
し
て
渓
路
遥は
ろ

け
し
。
道
心
静じ
や
う

境き
や
うに

登

る
、
真し
ん

性し
や
う

塵ぢ
ん

囂が
う

を
隔へ
だ

つ
。）

（
嵯
峨
天
皇
「
和
惟
逸
人
春
道
秋
日
臥
疾
華
厳
山
寺
精
舎
之
作
」、

 

『
経
国
集
』
梵
門
35
）

4  

道
心
拭
涙
礼
遺
跡
、
猶
恨
化
身
不
久
停
。（
道
心
涙
を
拭の
ご

ひ
て
遺

跡
を
礼ゐ
や
まふ
、
猶
し
恨
む
化
身
の
久
し
く
停
ま
ら
ぬ
こ
と
を
。）

 

（
嵯
峨
天
皇「
和
藤
是
雄
春
日
過
安
禅
旧
院
」、『
経
国
集
』
梵
門
33
）

5  

鏡
色
毎
将
空
性
徹
、
氷
華
長
同
道
心
虚
。（
鏡
色
毎つ
ね

に
空
性
と
徹と
ほ

る
、
氷
華
長
く
道
心
と
虚む
な

し
。）

　

 （
惟
良
春
道
「
和
良
将
軍
題
瀑
布
下
蘭
若
、
簡
清
大
夫
之
作
」、

 

『
経
国
集
』
梵
門
53
）

以
上
の
よ
う
に
、「
道
性
」
と
「
道
心
」
は
平
安
初
期
の
詩
人
、
こ
と

に
嵯
峨
天
皇
に
愛
用
さ
れ
た
表
現
で
あ
っ
た
。

一
方
で
は
、
こ
の
二
つ
の
詩
語
は
、
中
唐
初
期
の
特
色
を
な
し
て
い

る
言
葉
で
も
あ
る
。「
道
性
」
は
皎
然
の
詩
作
に
、「
道
心
」
は
韋
応
物

の
詩
作
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も
っ
と
も
多
く
見
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
例

と
し
て
以
下
の
句
を
掲
げ
る
。

① 

詩
思
竹
間
得
、
道
心
松
下
生
。（
詩
思 

竹
間
に
得
、
道
心 

松
下

に
生
ず
。） 

（
銭
起
、「
題
精
舎
寺
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
三
七
）

② 

鳴
鐘
生
道
心
、
暮
磬
空
雲
煙
。（
鳴
鐘
に
道
心
を
生
ず
、
暮
磬
に

雲
煙
を
空
う
す
。）

 

（
韋
応
物
「
経
少
林
精
舎
寄
都
邑
親
友
」、『
全
唐
詩
』
巻
一
八
七
）

③ 

詩
名
徒
自
振
、
道
心
長
晏
如
。（
詩
名
徒い
た

自づ
ら

に
振
ひ
、
道
心
長つ
ね

に

晏
如
た
り
。）

 

（
韋
応
物
「
寄
皎
然
上
人
」、『
全
唐
詩
』
巻
一
八
八
）

④ 

少
年
道
性
易
流
動
、
莫
遣
秋
風
入
別
情
。（
少
年
の
道
性
流
動
し

易
し
、
秋
風
を
し
て
別
情
に
入
ら
し
む
る
こ
と
莫
か
れ
。）

 

（
皎
然
「
送
勝
雲
小
師
」、『
全
唐
詩
』、
巻
八
一
九
）

⑤ 
真
性
在
方
丈
、
寂
寥
無
四
隣
。
秋
天
月
色
正
、
清
夜
道
心
真
。

（
真
性
方
丈
に
在
り
、
寂
寥
と
し
て
四し

隣り
ん

無
し
。
秋
天
に
月
色
正た
だ
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し
、
清
夜
に
道
心
真
な
り
。）

 
（
皎
然
「
秋
宵
書
事
寄
呉
憑
処
士
」、『
全
唐
詩
』
巻
八
一
六
）

こ
の
中
で
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、「
真
性
」
と
「
道
心
」
と
を

一
首
の
詩
に
同
時
に
詠
み
込
ん
だ
⑤
の
皎
然
の
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で

3
の
嵯
峨
天
皇
「
和
惟
逸
人
春
道
秋
日
臥
疾
華
厳
山
寺
精
舎
之
作
」

に
お
け
る
「
道
心
登
静
境
、
真
性
隔
塵
囂
」
の
句
に
も
う
一
度
目
を
向

け
た
い
と
思
う
。
嵯
峨
天
皇
は
皎
然
と
同
じ
よ
う
に
、「
道
心
」
と

「
真
性
」
を
一
つ
の
詩
に
同
時
に
詠
み
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
こ
う
し

た
用
例
は
、
皎
然
の
詩
以
外
の
中
国
詩
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
ま
た
、

3
の
詩
の
第
二
句
に
あ
る
「
雲
深
渓
路
遥
」
の
表
現
も
、
霊
一
の

「
静
林
渓
路
遠
、
蕭
帝
有
遺
蹤
（
静
林
渓
路
遠
く
、
蕭
帝
に
遺
蹤
有

り
）」（「
静
林
精
舎
」、『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
九
）
に
見
出
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
中
国
詩
の
詩
題
に
も
目
を
配
ろ

う
。
①
の
銭
起
の
「
題
精
舎
寺
」、
②
の
韋
応
物
の
「
経
少
林
精
舎
寄

都
邑
親
友
」、
③
の
「
寄
皎
然
上
人
」、
④
の
皎
然
の
「
送
勝
雲
小
師
」

な
ど
、
い
す
れ
も
寺
院
を
訪
れ
て
詠
ん
だ
詩
、
あ
る
い
は
僧
侶
に
贈
っ

た
詩
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
梵
門
詩
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

詩
題
の
あ
り
方
も
、
嵯
峨
朝
「
梵
門
詩
」
と
中
唐
初
期
の
詩
と
の
つ
な

が
り
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

７
「
飲
茶
」「
香
茶
」「
香
茗
」「
緑
茗
」
に
つ
い
て

梵
門
詩
の
特
色
を
な
し
て
い
た
表
現
に
は
、
お
茶
と
関
連
の
あ
る
言

葉
も
多
く
あ
り
、
具
体
的
に
は
、「
飲
茶
」、「
香
茶
」、「
香
茗
」、「
緑

茗
」
な
ど
の
詩
語
が
見
ら
れ
る
。

ま
ず
、
嵯
峨
天
皇
が
詠
ん
だ
「
與
海
公
飲
茶
送
帰
山
（
海
公
と
茶
を

飲
み
山
に
帰
る
を
送
る
）」（『
経
国
集
』
梵
門
34
）
を
見
て
み
よ
う
。

1  

道
俗
相
分
経
数
年
、
今
秋
晤
語
亦
良
縁
。
香
茶
酌
罷
日
云
暮
、

稽
首
傷
離
望
雲
煙
。（
道
俗
相
分
ち
て
数
年
を
経ふ

、
今
秋
晤ご

語ご

亦ま
た

良
縁
。
香
茶
酌く

み
罷や

み
て
日
云こ
こ

に
暮
れ
ぬ
、
稽
首
離わ
か
れを

傷
み
て

雲
煙
を
望
む
。）

詩
題
に
あ
る
「
海
公
」
は
、
僧
空
海
（
七
七
四
―
八
三
五
）
へ
の
敬

称
で
あ
る
が
、
作
者
嵯
峨
天
皇
が
都
に
遊
行
し
た
空
海
と
茶
を
飲
み
、

や
が
て
空
海
が
山
寺
に
帰
る
の
を
見
送
る
一
首
で
あ
る
。
当
時
、

「
茶
」
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
間
も
な
く
、
宮
廷
貴
族
や
僧
侶
に
し
か
飲

ま
れ
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
の
間
で
愛
好
さ
れ
珍
重
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、

中
国
詩
の
世
界
に
「
茶
」
が
現
れ
る
の
は
、
八
世
紀
半
ば
、
盛
唐
詩
人

李
白
の
詩
作
が
嚆
矢
と
な
る
が
、「
茶
」
の
詩
が
ひ
と
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

と
し
て
成
り
立
っ
た
の
は
ま
さ
に
盛
唐
か
ら
中
唐
に
か
け
て
の
大
暦
年

間
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
陸
羽
の
『
茶
経
』
が
世
に
出
る

頃
で
あ
り
、
江
南
地
域
の
文
人
の
間
で
茶
の
会
が
流
行
し
、
そ
う
し
た
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茶
の
会
の
場
で
、
茶
に
ま
つ
わ
る
詩
が
続
々
と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
に
盛
ん
に
茶
が
詩
に
詠
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
お
茶
に
関
す
る
詩
的
表
現
が
豊
か
に
な
っ
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
中
国
の
詩
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
飲
茶
」
の
語

は
、
皎
然
の
詩
題
に
初
め
て
出
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。
皎
然
の
詩
に
は
、

「
晦
夜
李
侍
御
萼
宅
集
招
潘
述
湯
衡
海
上
人
飲
茶
賦
（
晦
夜
、
李
侍
御

萼
が
宅
に
、
潘
述
、
湯
衡
、
海
上
人
を
集
め
招
き
、
茶
を
飲
む
賦
）」

（『
全
唐
詩
』
巻
八
一
七
）、「
九
日
與
陸
処
士
羽
飲
茶
（
九
日
、
陸
処
士

羽
と
茶
を
飲
む
）」（『
全
唐
詩
』
巻
八
一
七
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

「
飲
茶
」
の
語
は
、
霊
一
の
「
与
元
居
士
青
山
潭
飲
茶
（
元
居
士
と
青

山
潭
に
茶
を
飲
む
）」（『
全
唐
詩
』
巻
八
〇
九
）
の
詩
題
に
も
見
え
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
日
本
の
詩
に
目
を
向
け
る
と
、
1
の
嵯
峨
天
皇

「
與
海
公
飲
茶
送
帰
山
」
詩
の
三
句
目
に
、「
香
茶
酌
罷
日
云
暮
」
と
、

香
ば
し
い
お
茶
を
表
す
「
香
茶
」
と
い
う
詩
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
「
香
茶
」
の
語
が
、
霊
一
「
与
元
居
士
青
山
潭
飲
茶
」
詩
に
「
野

泉
煙
火
白
雲
間
、
坐
飲
香
茶
愛
此
山
（
野
泉
煙
火
白
雲
の
間
、
坐そ
ぞ

ろ
に

香
茶
を
飲
み
此
の
山
を
愛
す
）」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。「
香

茶
」
に
近
い
詩
語
表
現
と
し
て
、「
香
茗
」
そ
し
て
「
緑
茗
」
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
、
以
下
の
よ
う
に
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

  

吟
詩
不
厭
搗
香
茗
、
乗
興
偏
宜
聴
雅
弾
。（
詩
を
吟
じ
香
茗
を
搗ひ

く
こ
と
厭
は
ず
、
興
に
乗
じ
て
偏
へ
に
雅が

弾だ
ん

を
聴
く
こ
と
宜
し
。）

 

（
嵯
峨
天
皇「
夏
日
左
大
将
軍
藤
冬
嗣
閑
居
院
」、『
凌
雲
集
』10
）

3  

相
談
酌
緑
茗
、
煙
火
暮
雲
間
。（
相
談
ら
ひ
て
緑
茗
を
酌
む
、
煙

火
暮
雲
の
間
に
。）

 

（
錦
部
彦
公
「
題
光
上
人
山
院
」、『
文
華
秀
麗
集
』
梵
門
80
）

興
味
深
い
こ
と
に
、「
香
茶
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、「
香
茗
」
も

「
緑
茗
」
も
、
中
唐
に
な
っ
て
か
ら
、
詩
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

言
葉
で
あ
り
、
し
か
も
中
唐
初
期
の
詩
に
集
中
的
に
現
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、「
千
峯
待
逋
客
、
香
茗
復
叢
生
（
千
峯
逋
客
を
待
ち
、
香

茗
復
た
叢
生
す
）」（
皇
甫
曾
「
送
陸
鴻
漸
山
人
採
茶
回
」、『
全
唐
詩
』

巻
二
一
〇
）
や
、「
玄
談
兼
藻
思
、
緑
茗
代
榴
花
（
玄
談
は
藻
思
を
兼

ね
、
緑
茗
は
榴
花
に
代か

ふ
）」（
銭
起
「
過
長
孫
宅
与
朗
上
人
茶
会
」、

『
全
唐
詩
』
巻
二
三
七
）
な
ど
の
用
例
か
ら
窺
い
や
す
い
よ
う
に
思
う
。

さ
ら
に
、
1
の
嵯
峨
天
皇
の
「
與
海
公
飲
茶
送
帰
山
」
詩
の
二
句

目
「
今
秋
晤
語
亦
良
縁
」
に
お
け
る
「
良
縁
」、
そ
し
て
四
句
目
「
稽

首
傷
離
望
雲
煙
」
に
あ
る
「
稽
首
」、
二
つ
の
言
葉
は
と
も
に
、
皇
甫

冉
の
詩
に
「
清
心
乗
暇
日
、
稽
首
慕
良
縁
（
清
心
暇
日
に
乗
じ
、
稽
首

良
縁
を
慕
ふ
）」（「
奉
和
独
孤
中
丞
遊
法
華
寺
」、『
全
唐
詩
』
巻
二
五

〇
）
と
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
嵯
峨
朝
の
梵
門
詩
と
中
唐
初
期
の
江
南
詩
壇
と
の
関

2
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わ
り
が
、
茶
お
よ
び
飲
茶
と
関
連
す
る
詩
作
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

三
、
受
容
の
経
路
に
関
し
て

さ
て
、
平
安
初
期
の
漢
詩
の
う
ち
、
特
に
梵
門
詩
に
お
い
て
、
中
唐

初
期
の
詩
の
受
容
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思

う
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
経
路
を
辿
っ
て
、
中
唐
初
期
の
詩
が
嵯

峨
天
皇
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
九
世
紀
に
編
纂
さ
れ

た
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
別
集
家
に
は
百
五
十
部
の
中
国
詩
人
の
別

集
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
本
稿
で
言
及
し
た
中
唐
詩
人
の

名
前
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
唐
人
撰
唐
詩
集

の
こ
と
で
あ
る
。
十
三
の
詩
集
を
収
録
し
た
傅
璇
琮
氏
が
編
撰
し
た

『
唐
人
撰
唐
詩
集
』（
陜
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
を
調
べ

た
と
こ
ろ
⑨
、
中
唐
初
期
の
詩
が
多
く
入
っ
て
い
る
も
の
に
、
高
仲
武

編
『
中
興
間
気
集
』
と
姚
合
編
『
極
玄
集
』
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿

で
取
り
上
げ
た
嵯
峨
朝
の
梵
門
詩
と
の
関
連
が
窺
わ
れ
る
詩
は
、『
中

興
間
気
集
』
に
四
首
（
銭
起
「
静
夜
酬
通
上
人
問
疾
」、
皇
甫
然
「
静

林
梁
精
舎
即
武
帝
隠
所
有
鐘
磬
皆
古
物
時
々
有
声
」、
皇
甫
曾
「
贈
別

鑒
上
人
」、「
贈
沛
禅
師
」）、『
極
玄
集
』
に
一
首
（
厳
維
「
哭
霊
一
上

人
」）
の
み
で
、
し
か
も
異
文
が
多
く
見
え
る
。
従
っ
て
、
梵
門
詩
に

お
け
る
中
唐
詩
の
受
容
を
考
え
た
場
合
、『
中
興
間
気
集
』
ま
た
『
極

玄
集
』
を
介
し
た
と
い
う
ル
ー
ト
は
、
可
能
性
が
低
い
も
の
と
し
て
念

頭
か
ら
除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
日
本
に
受
容
さ
れ
た
詩
集
を
作
り
上
げ

た
編
者
の
意
図
や
、
詩
作
を
行
っ
た
詩
人
の
嗜
好
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
視
点
が
重
要
だ
と
思
う
。
選
録
さ
れ
る
詩
人

お
よ
び
そ
の
詩
作
を
見
れ
ば
、『
中
興
間
気
集
』
は
大
暦
期
に
お
け
る

中
央
詩
壇
の
詩
作
を
多
く
集
め
る
こ
と
を
、『
極
玄
集
』
は
当
時
一
流

の
送
別
詩
を
収
録
す
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
目
指
し
て
い
た
の
が
分
か

る
。
一
方
、『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
存
目
が
見
え
る
唐
人
撰
唐
詩

集
と
し
て
、
盛
唐
の
詩
選
家
・
江
南
の
名
士
殷
璠
が
撰
述
し
た
『
丹
陽

集
⑩
』、『
荊
揚
挺
秀
集
』、『
河
岳
英
霊
集
』
が
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
詩

選
集
の
う
ち
、『
河
岳
英
霊
集
』
は
盛
唐
期
の
重
要
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
丹
陽
集
』
と
『
荊
揚
挺
秀
集
』
の

地
域
的
色
彩
も
看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。『
丹
陽
集
』
は
殷
璠
の

郷
里
・
潤
州
丹
陽
の
詩
人
た
ち
の
作
品
を
ま
と
め
た
詩
集
で
あ
り
、

『
荊
揚
挺
秀
集
』
は
詩
集
名
の
み
伝
わ
る
が
、
編
ま
れ
た
の
は
当
時
の

楚
の
地
（
荊
州
）
と
呉
の
地
（
揚
州
）
で
、
や
は
り
江
南
一
帯
の
詩
人

た
ち
の
秀
作
だ
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。『
河
岳
英
霊
集
』
と
『
丹
陽

集
』
が
と
も
に
江
南
の
士
族
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
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李
浩
氏
は
「
隋
と
唐
初
の
一
時
的
な
消
沈
を
経
て
、
江
南
の
士
族
は
新

時
代
の
文
学
の
制
作
に
参
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
再
び
隠
然
と
し
て

文
壇
を
主
導
し
、
作
品
を
品
評
す
る
よ
う
に
な
る
。」
と
述
べ
て
お
り
⑪
、

示
唆
に
富
む
見
解
だ
と
思
わ
れ
る
。
宋
代
以
後
の
諸
資
料
に
著
録
さ
れ

る
唐
人
撰
唐
詩
集
は
、
百
三
十
余
種
を
数
え
る
が
、
そ
の
多
く
は
今
日

に
伝
わ
ら
な
い
。
平
安
初
期
の
梵
門
詩
に
対
す
る
本
稿
の
考
察
か
ら
は
、

大
暦
・
貞
元
年
間
の
江
南
詩
壇
を
強
く
意
識
し
た
作
品
集
が
か
つ
て
存

在
し
、
そ
れ
が
日
本
に
受
容
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

結
び

以
上
の
よ
う
に
、
梵
門
詩
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
詩
語
を
切
り
口
に
、

中
唐
初
期
（
大
暦
・
貞
元
年
間
）
の
江
南
詩
壇
の
表
現
や
発
想
が
平
安

初
期
の
嵯
峨
天
皇
の
詩
壇
に
受
容
さ
れ
た
、
そ
の
様
子
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

平
安
初
期
に
お
け
る
中
国
詩
の
摂
取
に
つ
い
て
、
今
ま
で
、
六
朝
詩

や
初
唐
盛
唐
詩
、
そ
し
て
中
唐
詩
と
の
関
連
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
よ
り
精
密
に
時
間
や
場
所
を
限
定
し
な
が
ら
影
響
関
係
に

つ
い
て
の
検
証
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
平
安
初
期
の
嵯
峨
詩
壇
に
お
け
る
「
君
臣
唱
和
」
と
い
う
詩

文
製
作
の
方
法
は
、
初
唐
ま
た
は
中
唐
の
宮
廷
詩
壇
に
そ
の
原
型
が
あ

る
こ
と
が
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
⑫
、
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

中
唐
初
期
の
江
南
詩
壇
と
の
関
係
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
嵯
峨
天

皇
た
ち
は
、
都
の
長
安
詩
壇
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
か
ら
離
れ
た
地
方

の
詩
壇
に
も
目
を
向
け
、
さ
ら
に
は
詩
を
通
し
て
交
流
す
る
詩
人
同
士

の
間
柄
ま
で
視
野
に
入
れ
、
そ
れ
に
自
分
た
ち
の
人
間
関
係
を
な
ぞ
ら

え
て
表
現
を
作
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
嵯
峨
朝
の
漢
文
学
の
あ
り
方
は
、

人
と
の
交
流
あ
る
い
は
人
間
関
係
を
重
視
す
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ

以
降
の
日
本
文
学
の
性
格
に
深
遠
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

大
暦
・
貞
元
年
間
の
唐
詩
と
い
う
存
在
は
、
中
国
詩
の
世
界
に
お
い

て
け
っ
し
て
知
名
度
が
高
い
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
に
関
す
る
研
究
も
あ

ま
り
進
ん
で
い
な
い
。
し
か
し
、
広
く
仏
教
と
か
か
わ
り
の
持
つ
詩
が

た
く
さ
ん
詠
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
地
方
で
文
化
的
サ
ロ
ン
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
は
、
多
く
の
意
味
に
お
い
て
、
中
国
詩
史
の
重
要
な

一
角
を
な
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、『
文
華
秀
麗
集
』
の
分
類

は
六
朝
時
代
に
編
ま
れ
た
『
文
選
』
の
分
類
を
参
考
に
し
た
も
の
と
さ

れ
る
が
、「
梵
門
」
と
い
う
部
類
は
『
文
選
』
に
見
え
な
い
⑬
。
本
稿

に
お
け
る
考
察
に
従
え
ば
、
梵
門
詩
は
六
朝
詩
よ
り
唐
詩
、
し
か
も
同

時
代
的
の
唐
詩
に
範
を
求
め
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
嵯
峨
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天
皇
を
は
じ
め
と
し
た
平
安
初
期
の
詩
人
た
ち
が
、
当
時
最
新
の
江
南

ス
タ
イ
ル
を
い
ち
早
く
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
る
で
そ
れ
に
響

き
あ
う
よ
う
な
形
で
、「
梵
門
」
の
詩
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
分
か
る
。

①
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』（
塙
書
房
、
一
九
八
六
―
二
〇

〇
二
年
）
を
参
照
。

②
井
実
充
史
「
鎮
護
国
家
と
梵
門
詩
―
『
文
華
秀
麗
集
』「
梵
門
」
を
中

心
に
」（『
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
』
第
七
七
号
、
二
〇
〇
四
年
十
二

月
）、「<

道><

俗>

対
立
の
構
造
―
『
経
国
集
』「
梵
門
」
を
中
心

に
」（『
福
島
大
学
研
究
年
報
』
創
刊
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
を
参

照
。

③
市
原
亨
吉
「
中
唐
初
期
に
お
け
る
江
左
の
詩
僧
に
つ
い
て
」（『
東
方

学
報
』
第
二
十
八
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
八
年
三

月
）、
蒋
寅
『
大
暦
詩
風
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
李

浩
著
・
松
原
朗
、
山
田
智
、
石
村
貴
博
訳
『
唐
代
〈
文
学
士
族
〉
の
研

究
―
関
中
・
山
東
・
江
南
の
三
地
域
に
即
し
て
』（
研
文
出
版
、
二
〇

〇
九
年
）
を
参
照
。

④
各
詩
人
の
経
歴
は
傅
璇
琮
『
唐
代
詩
人
叢
考
』（
中
華
書
局
、
一
九
九

六
年
）、
蒋
寅
『
大
暦
詩
人
研
究
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七

年
）、
小
川
環
樹
『
唐
代
の
詩
人
―
そ
の
伝
記
』（
大
修
館
書
店
、
一
九

九
五
年
）
を
参
照
し
た
。

⑤
赤
井
益
久
『
中
唐
詩
壇
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
は

一
九
九
三
年
）
を
参
照
。

⑥
梵
門
詩
の
本
文
及
び
作
品
番
号
は
、
前
掲
注
①
小
島
憲
之
『
国
風
暗

黒
時
代
の
文
学
』、『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝
文
粋
』（
日
本
古

典
文
学
大
系
69
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
に
よ
る
。
唐
詩
の
本
文

は
『
全
唐
詩
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

⑦
彭
祖
は
長
寿
の
仙
人
で
あ
り
、
彭
祖
井
の
水
は
長
生
き
の
源
泉
だ
と

言
い
伝
え
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
も
、
本
来
は
道
教
に
由
来
す
る
表
現
が
、

梵
門
詩
と
い
う
仏
教
に
関
わ
る
詩
の
表
現
を
作
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

⑧
前
掲
注
①
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
を
参
照
。

⑨
傅
璇
琮
編
『
唐
人
撰
唐
詩
集
』
お
よ
び
『
極
玄
集
』
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
後
藤
昭
雄
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑩
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
、『
丹
陽
集
』
は
「
丹
陽
」、『
荊
揚
挺

秀
集
』
は
「
荊
揚
」
と
作
る
。

⑪
前
掲
注
③
の
李
浩
著
『
唐
代
〈
文
学
士
族
〉
の
研
究
―
関
中
・
山
東
・

江
南
の
三
地
域
に
即
し
て
』
に
よ
る
。

⑫
後
藤
昭
雄
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考　

補
訂
版
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇

五
年
）
な
ど
を
参
照
。

⑬
「
梵
門
」
の
語
は
、
李
嶠
「
為
魏
国
北
寺
西
寺
請
迎
寺
額
表
」（『
全
唐

文
』
巻
二
四
五
）
に
「
宏
済
深
於
冥
境
、
薫
修
入
於
梵
門
」
と
見
え
る
。

〔
附
記
〕
小
稿
は
、
二
〇
二
二
年
二
月
十
七
日
、
成
城
大
学
文
学
研
究
科

で
開
催
さ
れ
た
学
術
講
演
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
、

増
補
・
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
成
稿
に
当
た
っ
て
、
山
田
尚
子

氏
よ
り
懇
切
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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